
４

事例紹介と意見交換
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【事例紹介】 三宅町・MiiMoでの運営方針の議論

出典：三宅町交流まちづくりセンターMiiMo 建設前周知パンフレット
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【事例紹介】 三宅町・MiiMoでの運営方針の議論

出典：三宅町交流まちづくりセンターMiiMo 建設前周知パンフレット
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【事例紹介】 三宅町・MiiMoでの運営方針の議論

出典：三宅町交流まちづくりセンターMiiMo 建設前周知パンフレット



【事例紹介】 三宅町・MiiMoでの運営方針の議論

23出典：三宅町交流まちづくりセンターMiiMo「三宅町 複合施設 運営方針 さがす、みつける、あるかも 町民プロジェクトチーム会議 平成30年11月」より
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●平日・休日ともに開いている
●朝から夜まで開いている
（朝は8：00頃～モーニングができて、
夜は21：00頃まで仕事もできる）

多世代がつながり 地域の魅力が創出される 町民ひとりひとりの居場所

２．ソフト・運営上大切にしたい６つのポイント

①いつも開いている

●毎週末など定期的に活動を展開する
（マルシェ、フリーマーケット、野菜市など）
●小さくても長く続けられる活動を継続的に
展開する

②定期的・継続的に
活動が行われている

●いろんな世代がそれぞれの感性で楽しめる
ものがある（お年寄りに人気の講座、こども

に人気の体験など）
●時間帯・曜日によって使い方が変わる
（朝や平日はお年寄りが健康づくりに使う、
夜は仕事帰りの人が休憩する、
休日はこどもや親が集まるなど）

③いろんな世代の
楽しみがある

●WEBや紙媒体などにまちの情報を一元化する
（今月のイベント、お知らせ、予約情報、各字の
公民館で行われているプログラム情報など）
●情報が届くように工夫する
（デザインのいいチラシを広報誌にいれる、

WEB情報をプリントして壁新聞にするなど）
●予約はネットと窓口で対応し、幅広い世代に. 
とって使いやすくする

④まちの情報が集まっている

●地域の大人が得意分野を活かした
教室を開く（工作教室や料理教室）

●ボランティアの活動の場を広げる
●字ごとの活動を町全体に広げる
●既存団体の情報共有や交流の場にする

⑤まちの人・団体が
ネットワークしている

⑥子どもがもっと
三宅町を好きになる

●オープンするまでも、オープンした後
も、子どもたちが関わる仕掛けをつくる

三宅町複合施設の将来像の実現にむけて、運営上大切にしたい6つのポイント

複合施設の将来像

複合施設の将来像を実現するために、ソフトや運営上で大切なことは、次の6つのポイントです。

【事例紹介】 三宅町・MiiMoでの運営方針の議論

出典：三宅町交流まちづくりセンターMiiMo「三宅町 複合施設 運営方針 さがす、みつける、あるかも 町民プロジェクトチーム会議 平成30年11月」より
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３．ハード・空間を設計する上で大切にしたい６つのポイント

多世代がつながり 地域の魅力が創出される 町民ひとりひとりの居場所

三宅町複合施設の将来像の実現にむけて、設計上大切にしたい6つのポイント

複合施設の将来像

●広々とした空間を自由に仕切って
使うことができる

●環境の変化に対応できる
（暑さ、寒さ、雨天など）

①使い方によって
自由にスペースを変形できる

●施設の外から、気軽に入りやすい
●施設の中に、仕切りがない

②開放的で行き来しやすい

③いろんな活動の拡がりを
支える設備がある

●三宅町の様々な人と知り合える
（生産者、観光ガイド、など）

●コーディネーターがいる
（三宅町内、町外との交流）

●子育て世代が集まりやすい場である

④まちの人と出会う場がある

●ええ感じのソファがあ
る
●ちょっとお茶ができる
●気軽に休憩できる

⑤居心地がいい
⑥地域の魅力を
創出するデザイン

●デザインに革を取り入れる
●古墳を見る展望スペースをつくる
●広場を中心とした一体的な景観をつくる
●空から見た形も意識する

●もっと町民が交流できる
●もっと本に親しめる
●もっと仕事がしやすくなる
●もっと産業・農業について知れる
●もっと町民の活動がさかんになる
●もっと屋外で活動しやすくなる
●もっとこどもが元気に遊べる
●もっと健康になれる

複合施設の将来像を実現するために、ハードや設計上で大切なことは、次の6つのポイントです。

【事例紹介】 三宅町・MiiMoでの運営方針の議論

出典：三宅町交流まちづくりセンターMiiMo「三宅町 複合施設 運営方針 さがす、みつける、あるかも 町民プロジェクトチーム会議 平成30年11月」より
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３．ハード・空間を設計する上で大切にしたい６つのポイント 〜いろんな活動の拡がりを支える設備〜

●もっと町民が交流できる

・みんなで料理ができるような調理スペース、調理器具

・好き勝手に書けるホワイトボードや壁

・得意な人に教われる木工教室用の工作道具、材料

・情報が共有できる掲示板

・三宅町のグローブの余り生地などで作ったおもちゃ

・みんなが使えるテーブル、いす

●もっと本に親しめる

・こどもから大人まで楽しめる本

・本棚

・気軽に買える自動販売機

・ちょっとお茶ができるコーナー

●もっと仕事がしやすくなる

・デスクとチェア

・ええ感じのソファ

・Wifi

・パソコン

・コピー機

・プロジェクター

●もっと産業・農業について知れる

・三宅町の特産品が分かる展示スペース

●もっと町民の活動がさかんになる

・マイクとスピーカーなどの音響設備

・フリーマーケットにも使えるテントや台車

・２４時間誰でも使えるトイレ

・大型テレビ

・カメラ

●もっと屋外で活動しやすくなる

・水道

・電気（街灯）

・暑さ対策（ミスト、屋外用クーラー）

・ちょっと座れるベンチやスペース

・職員の方の休む場所

・喫煙所

●もっとこどもが元気に遊べる

・座れるベンチやスペース

・ブランコなどの遊具

・土管や小川、噴水などの設え

・芝生

・シャワー

●もっと健康になれる

・健康遊具

・講師がいなくても体を動かせる教材ビデオ

町民のいろんな活動の拡がりを支えるために、細やかな設備が充実していることが大切です。

【事例紹介】 三宅町・MiiMoでの運営方針の議論

出典：三宅町交流まちづくりセンターMiiMo「三宅町 複合施設 運営方針 さがす、みつける、あるかも 町民プロジェクトチーム会議 平成30年11月」より
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４．運営方針実現のために機能配置で配慮すべきポイント

●１階：人が集まる場づくり
・外からも施設内の様子が見える。
・軽食を楽しめるカフェなどがある。
・図書スペースは目的に合わせてつくる（開放的な
スペースと静かに読めるスペース、本のカテゴリー
ごとなど）

・調理室で作ったものが販売できるように、飲食店
営業や菓子製造業の許可がとれるようなつくりにす
る。

● 広場：施設と一体的で、安全に
遊べる場づくり
・施設と広場はつなげて、デザイン的にも一体
感を出す

・広場は子どもたちが遊べるようなスペースに
する（施設のテラスなどから子どもを見守れ
る、子どもたちは安全に遊べるなど）

・人の導線と車の導線は分ける
・広場と駐車場は別で設け、駐車場はできるだ
け小スペースにする（立体駐車場や三宅町商
工会の駐車場の利用など）

３階

２階

１階
広場

●屋上：屋上を活用した憩いの場づくり
・雨でも遊べるように屋根を設置する。
・屋上庭園にする。

屋上
●２・３階：仕事や学びの場づくり
・学習室や静かな図書スペースなど仕事や学習に打
ち込める場。

・学童のスペースを十分確保する。

私たちが考える運営方針を実現するために、複合施設は階ごとに使い方の目的やテーマを決めて機能を配置
すること、広場と建物はつながっていてデザイン的にも一体感があることが重要と考えます。

【事例紹介】 三宅町・MiiMoでの運営方針の議論

出典：三宅町交流まちづくりセンターMiiMo「三宅町 複合施設 運営方針 さがす、みつける、あるかも 町民プロジェクトチーム会議 平成30年11月」より
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【事例紹介】 三宅町・MiiMoでの運営方針の議論

出典：三宅町交流まちづくりセンターMiiMo（https://www.miimo.jp/）



具体の取り組みから施設のあり方を考える！
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１

意見交換

❶を実現するために必要なもの・ひと・仕組み、ハードル
を出す！

やってみたい・あったらいいなと思う
取り組み・プログラムを具体的に出す！

２

市民とともにつくる、
人と自然の好循環を育む

『学び』の拠点

野洲川MIZBEステーションの目指すところ 運営の目的

〈目的１〉人と情報が集まり多様な活動の輪を広げる
〈目的２〉自然や防災、スポーツを通じて学び次世代
を育てる
〈目的３〉ここにしかない魅力がありまちの内外から
人が集まる

！ 必ず目指すところ・運営の目的につながるかをチェック！

グループワークの内容を全体共有３



（ワークシート記入例）

１プログラム１シートでつくる！
複数シート作ってもOK！

各自でワークシートに記入

１ やってみたい・あったらいいなと思う
取り組み・プログラムを具体的に出す！

意見交換 グループワーク❶

【参考資料】24年11月ワークショップ結果

模造紙に貼り付け
グループ内で共有
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もの ひと
ハードル
課題

❶で出した各プログラムの実現に向けて
必要なもの・ひと・仕組み／ハードルを付箋に書き出し

グループ内で共有

設備や備品など 人材、グループなど 実現に向けた課題
ハードル

意見交換 グループワーク❷

２ ❶を実現するために必要なもの・ひと・仕組
み、ハードルを出す！

仕組み
工夫

実現のための
仕組み・工夫

グループワークの内容を全体共有３

１グループ・５分でグループワークの内容を発表
31


